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勤 労 生 活 に 関 す る 調 査 
 

この調査は、独立行政法人労働政策研究・研修機構（※）からの委託を受けて、株式会社日本リサーチ

センターが実施しております。勤労生活について実態とご意見をおたずねして統計的にまとめ、雇用・労

働政策の研究資料とすることが目的です。調査は無記名で、お答えはすべて統計的に処理されますので、

あとあとご迷惑をおかけすることはございません。お忙しいところ恐縮ですが、ご協力をいただけますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

〔調査主体〕独立行政法人 労働政策研究・研修機構 

〔調査実施委託機関〕株式会社 日本リサーチセンター 

※ 労働政策研究・研修機構は厚生労働省所管の独立行政法人で、労働政策に資する調査研究活動、労働につい

ての情報収集・提供などの活動を行っております。 

（ホームページの URL は https://www.jil.go.jp です。） 

【記入にあたってのお願い】 

１ 調査の質問には、調査をお願いしているご本人様がご回答ください。 

２ この調査票にご記入頂いた内容はすべて統計的に処理され、回答が他に漏れることは 

ありませんので、ありのままをご記入下さい。 

３ ご回答方法は、該当する選択肢に○をつけて頂くものと、数字を記入して頂くものが 

あります。（○は１つだけつける設問と、いくつつけてもよい設問とがあります。指示にしたがって

ご回答下さい。） 

４ 特に断りがない場合、２０２１年９月末日現在の状況についてお答え下さい。 

５ 回答を進める順序は文中に書いてあります（必ずしも全問にお答え頂くわけではありません）。 

矢印（     ）の指示にしたがって、お進み下さい。指示がない場合は、直後の問いにお答え 

下さい。 

６ ご記入頂きました調査票は、   月   日（   曜日） に調査員が受け取りに 

まいりますので、それまでにご記入をお願いいたします。 

７ 回答のご協力をいただいた方には、５００円のクオカードを進呈いたします。 

 

【調査に関するお問い合わせ先】 

調査についてのお問い合わせは、下記までご連絡下さいますようお願いいたします。 
 

〔調査実施委託機関〕株式会社 日本リサーチセンター 

   〒130-0022 東京都墨田区江東橋４－２６－５ 

   フリーダイヤル ０１２０－９１１－５５２（平日10時～12時／13時～17時） 

ホームページ https://www.nrc.co.jp 

   

          

 

担当調査員     
 
 
 

    

株式会社日本リサーチセンターは、一般財団法人 日本情報経済社会推進協会の「プライバシーマー
ク」の認定を受けております。ご協力いただきましたご意見等は、個人情報保護方針にしたがい、情
報の管理を徹底いたします。 
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Ｑ１ あなたの性別をお答えください。（１つだけ○） 

  １ 男 性          ２ 女 性  
 
Ｑ２ あなたの現在の年齢は何歳ですか。（数字を記入） 
 

               満       歳 
 
 
Ｑ３ 世の中には、いろいろな仕事のコース、「職業キャリア」がありますが、この中からあなたが 

もっとも望ましいと思うものを１つあげてください。（１つだけ○） 

１ １つの企業に長く勤め、だんだん管理的な地位になっていくコース 
２ いくつかの企業を経験して、だんだん管理的な地位になっていくコース 
３ １つの企業に長く勤め、ある仕事の専門家になるコース 
４ いくつかの企業を経験して、ある仕事の専門家になるコース  
５ 最初は雇われて働き、後に独立して仕事をするコース 
６ 最初から独立して仕事をするコース 
７ どちらともいえない 
 

 
Ｑ４ どのような人が社会的地位や経済的豊かさを得るのがよいか、という点について、あなたは 

どのように思いますか。(1)から(4)のそれぞれについてお答えください。 

                                  （それぞれ１つだけ○） 

そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

い
え
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

 

(1) 実績をあげた人ほど多く得るのが望ましい → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(2) 努力した人ほど多く得るのが望ましい ·············· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(3) 必要としている人が必要なだけ得るのが望ましい ···· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(4) 誰でもが同じくらいに得るのが望ましい ············ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 
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Ｑ５ 日本的な働き方について、あなたのご意見をお聞かせください。 
 
(1) １つの企業に定年まで勤める日本的な終身雇用について、どうお考えですか。あなたのご意見を 

この中から１つ選んでください。（１つだけ○） 

 １ ２ ３ ４   

良いこと  どちらかといえば  どちらかといえば    良くないこと   
だと思う  良いことだと思う  良くないことだと思う  だと思う 

 
(2) 勤続年数とともに給与が増えていく日本的な年功賃金について、どうお考えですか。あなたの 

ご意見をこの中から１つ選んでください。（１つだけ○） 

 １ ２ ３ ４  

良いこと  どちらかといえば  どちらかといえば    良くないこと   
だと思う  良いことだと思う  良くないことだと思う  だと思う 

 
(3) 「社宅や保養所などの福利厚生施設を充実させるより、その分社員の給与として支払うべきだ」 

という意見について、どうお考えですか。あなたのご意見をこの中から１つ選んでください。 
                                    （１つだけ○） 

 １ ２ ３ ４  

そう思う  どちらかといえば  どちらかといえば   そう思わない   
      そう思う      そう思わない 

 
(4) 「組織や企業にたよらず、自分で能力を磨いて自分で道を切り開いていくべきだ」という意見に 

ついて、どうお考えですか。あなたのご意見をこの中から１つ選んでください。 
                                    （１つだけ○） 

 １ ２ ３ ４  

そう思う  どちらかといえば  どちらかといえば   そう思わない   
      そう思う      そう思わない 

 
(5) あなたは会社や職場への一体感を持つことについて、どうお考えですか。あなたのご意見を 

この中から１つ選んでください。 （１つだけ○） 

 １ ２ ３ ４  

良いこと  どちらかといえば  どちらかといえば    良くないこと   
だと思う  良いことだと思う  良くないことだと思う  だと思う 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国内労働情報25-06

労働政策研究・研修機構（JILPT）



－94－ 

Ｑ６ Ｑ５でお答えいただいた「(1)終身雇用」、「(2)年功賃金」についてのご自身の考え方とは別に、 
実際にはどのように変化すると思いますか。(1)と(2)のそれぞれについてお答えください。 

                                  （それぞれ１つだけ○） 

な
く
な
ら
な
い 

な
く
な
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

な
く
な
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

な
く
な
る 

 

(1) 定年まで勤める日本的終身雇用 ···················· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 勤続年数とともに給与が増える日本的年功賃金 ······ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

 
 
Ｑ７ かりに現在の日本の社会全体を、このように５つの層に分けるとすれば、あなた自身は、この中の 

どれに入ると思いますか。（１つだけ○） 

 １ ２ ３ ４ ５ 

 上     中の上     中の中     中の下     下      
 

Ｑ８ あなたは、全体として、現在の生活にどの程度満足していますか。この中ではどうでしょうか。 
                 （１つだけ○） 

 １ ２ ３ ４ ５ 

満足している  まあ満足している  やや不満だ  不満だ  どちらとも 
                              いえない 

 
Ｑ９-１ 一般的にいって、いまの世の中は公平であると思いますか。この中ではどうでしょうか。 

（１つだけ○） 

 １ ２ ３ ４ 

公平である  だいたい公平である  あまり公平でない  公平でない 
 
Ｑ９-２ それでは下記のような点それぞれについて、公平と思いますか、公平でないと思いますか。 

 (1)から(8)のそれぞれについてお答えください。 （それぞれ１つだけ○） 

公
平
で
あ
る 

公
平
で
あ
る 

だ
い
た
い 

公
平
で
な
い 

あ
ま
り 

公
平
で
な
い 

(1) 性の違いによる処遇について ···················· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 年齢の違いによる処遇について ·················· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 学歴の違いによる処遇について ·················· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(4) 職業の違いによる処遇について ·················· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(5) 所得の違いによる処遇について ·················· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(6) 資産の違いによる処遇について ·················· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(7) 家柄の違いによる処遇について ·················· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(8) 国籍・人種の違いによる処遇について ············ → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 
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Ｑ10 現在、あなたは仕事をしていますか。内職、パート、アルバイトなども職業に含めてください。 
                             （１つだけ○） 

 １ 有 職      ２ 無 職  
 

          （６ページのＱ13 へ） 

 

（ Ｑ10－１～Ｑ１２はＱ10 で「1 有職」とお答えの方にお聞きします。） 

Ｑ10－１ 現在、あなたが就いている仕事の数はいくつですか。インターネットでの私物の売買や 

インターネットモニター、株式の配当収入などは仕事に含まずにお答えください。（１つだけ○） 

   

     １ １つ       ２ ２つ以上 （具体的に       つ）（□に数字を記入）    

 

 
Ｑ11 あなたがなさっている仕事についておたずねします。(1)から(4)のような点で、仕事に満足して 

いますか。ここでいう「仕事」には会社勤めのほかに自営やパートなども含みます。 

                                                   （それぞれ１つだけ○） 

満
足
し
て
い
る 

満
足
し
て
い
る 

ま
あ 

不
満
で
あ
る 

や
や 

不
満
で
あ
る 

い
え
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

 

(1) 努力に見合った待遇（給与・昇進）が得られる ·· → １ ··· ２ ···· ３ ··· ４ ··· ５ 

(2) 自分の能力が十分に発揮できる ················ → １ ··· ２ ···· ３ ··· ４ ··· ５ 

(3) 仕事に新しいチャレンジ（刺激）がある ········ → １ ··· ２ ···· ３ ··· ４ ··· ５ 

(4) 責任を任されている範囲が広い ················ → １ ··· ２ ···· ３ ··· ４ ··· ５ 

 

Ｑ12 家事・育児・介護と仕事の調和についてうかがいます。現在、あなたは、次のように感じることが 

ありますか。（それぞれ１つだけ○） 

あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
る 

や
や 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
ま
り 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(1) 仕事での責任を果たすために、家事・育児・介護が 
できていないと感じる ·························· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 家事・育児・介護のために、仕事での責任を        
  果たせていないと感じる ························ → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 仕事と家事・育児・介護の両立が難しく、 
悩むことがある ································ → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 
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（全員の方にお聞きします。） 

Ｑ13 最近、若者を中心に定職につかない、いわゆるフリーターが増加しています。こういう働き方に 

関する(1)、(2)それぞれの意見について、あなたはどうお考えですか。学生アルバイトや主婦の 

パートタイマーはフリーターに含みません。（それぞれ１つだけ○） 

そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

(1) 自由で多様な働き方である ························ → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ 

(2) 生活を不安定にする働き方である ·················· → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ 

 

Ｑ14 最近、会社に属さずに、独立した個人として仕事を請ける、フリーランス、個人請負など、雇用に

よらない働き方が注目を集めています。こういう働き方に関する(1)、(2)それぞれの意見について、

あなたはどうお考えですか。（それぞれ１つだけ○） 

そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

(1) 自由で多様な働き方である ························ → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ 

(2) 生活を不安定にする働き方である ·················· → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ 

 

Ｑ15 あなたは、現在のご自分が持つ職業能力についてどのようにお考えですか。現在働いている、 

いないにかかわらず、この中の(1)から(6)のそれぞれについてお考えに近いものをお答えくだ 

さい。（それぞれ１つだけ○） 

そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

(1) 現在の職業能力には自信がある ···················· → １ ··· ２ ····· ３ ··· ４ 

(2) より高い職業能力を身につける必要がある ·········· → １ ··· ２ ····· ３ ··· ４ 

(3) 職業能力を高めるためには、同じ仕事だけを 
  続けるよりも、多様な仕事経験を積んだ方がよい ···· → １ ··· ２ ····· ３ ··· ４ 

(4) 職業能力を高めるためには、職場の訓練よりも、                 
  専門学校や大学などの教育機関の方がよい ·········· → １ ··· ２ ····· ３ ··· ４ 

(5) 職業能力を高めるためには、１つの会社で働き 
  続けるよりも、複数の会社を経験した方がよい ······ → １ ··· ２ ····· ３ ··· ４ 

(6) 同じ仕事であれば、勤務先を変えても通用する                  
  職業能力をもっている ···························· → １ ··· ２ ····· ３ ··· ４ 
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Ｑ16 あなたにとって､(1)から(7)のような気持ちや考えは、どの程度あてはまりますか。 

              （それぞれ１つだけ○） 

あ
て
は
ま
る 

よ
く 

あ
て
は
ま
る 

や
や 

は
ま
ら
な
い 

あ
ま
り
あ
て 

は
ま
ら
な
い 

ま
っ
た
く
あ
て 

い
え
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

(1) まごまごしていると、他人に追い越されそうな 
  不安を感じる ···································· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(2) うかうかしていると、自分がこれまで獲得した                   
  ものを失ってしまいそうな不安を感じる ············ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(3) もっと多くを手にするよりも、これまでに獲得 

  したものを維持することの方が重要である ·········· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(4) 他人が自分と異なった考えや生活様式を持って                   
  いることが気にならない ·························· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(5) もっと多くの富や地位を求めてがんばるより、 
  自分の納得のいく生活を送りたい ·················· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(6) 自分には、仕事以外で他人に誇れるものがある ······ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(7) これからは、物質的な豊かさよりも、心の豊かさや 
  ゆとりある生活をすることに重きをおきたいと思う ·· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

 

Ｑ17 ここにあげる(1)から(7)のようなことがらは、あなたにとってどのくらい重要ですか。 

                           （それぞれ１つだけ○） 

重
要
で
あ
る 

重
要
で
あ
る 

や
や 

重
要
で
な
い 

あ
ま
り 

重
要
で
な
い 

(1) 社会的評価の高い職業につくこと ························ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 高い収入を得ること ···································· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 高い学歴を得ること ···································· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(4) 家族から信頼と尊敬を得ること ·························· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(5) ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動、町内会活動など社会活動で力を発揮すること · → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(6) 趣味やレジャーなどのサークルで中心的役割を担うこと ···· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(7) 多くの財産を所有すること ······························ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

 

Ｑ18 あなたは、ここにあげる(1)から(5)のような活動や生活について、どのくらい充実感をお持ちです

か。（それぞれ１つだけ○） 

充
実
感
が
あ
る 

充
実
感
が
あ
る 

あ
る
程
度 

充
実
感
が
な
い 

あ
ま
り 

充
実
感
が
な
い 

い
え
な
い 

ど
ち
ら
と
も 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(1) 日頃、従事している仕事（会社勤め・パート 
  ・自営の仕事などで、家事労働は含まない） ······ → ·· １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ ··· ６ 

(2) 家庭生活 ······································ → ·· １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ ··· ６ 

(3) 社会とつながりのある活動（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、町内会、ﾘｻｲｸﾙ、 
  「～を考える会」、少年野球の手伝い、PTA など） · → ·· １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ ··· ６ 

(4) 趣味やレジャーなどの自由時間活動 ·············· → ·· １  ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ ··· ６ 

(5) 生活全体について ······························ → ·· １  ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ ··· ６ 
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Ｑ19 あなたにとって、ここにあげる(1)から(6)のような活動は「働くこと」にあてはまりますか。 

（それぞれ１つだけ○） 

あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

(1) 親の介護 ···································· → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ ··· ５ 

(2) 育児 ········································ → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ ··· ５ 

(3) 家事 ········································ → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ ··· ５ 

(4) ボランティア活動（ＮＰＯ、ＮＧＯを含む） ······· → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ ··· ５ 

(5) 消費者・市民運動 ···························· → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ ··· ５ 

(6) 地域貢献活動 ································ → １ ··· ２ ··· ３ ···· ４ ··· ５ 

 

Ｑ20 あなたは、日頃の生活の中で、ここにあげる(1)から(7)のようなことについて、不安を感じて 

いますか。（それぞれ１つだけ○） 

感
じ
て
い
る 

感
じ
て
い
る 

や
や 

感
じ
て
い
な
い 

あ
ま
り 

感
じ
て
い
な
い 

(1) 自分の健康 ········································ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 家族の健康 ········································ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 収入や資産 ········································ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(4) 老後の生活設計 ···································· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(5) 家族・親族間の人間関係 ···························· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(6) 勤務先での人間関係 ································ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(7) 地域での人間関係 ·································· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(8) 友人・知人との人間関係 ···························· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 
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Ｑ21 家事・育児・介護と仕事について、あなたが望ましいと思う男性と女性の生き方は、どのような 

ものでしょうか。男性と女性のそれぞれについて、あなたのお考えに最も近いものを１つお答え 

ください。 

(1) 男性についてはどうでしょうか。（１つだけ○） 

１ 家事・育児・介護はしないで、仕事に専念する 

２ 家事・育児・介護もするが、あくまでも仕事を優先する 

３ 家事・育児・介護も仕事も同じくらいする 

４ 仕事もするが、あくまでも家事・育児・介護を優先する  

５ 仕事はしないで、家事・育児・介護に専念する 

６ その他（                    ） 

 

 

 

(2) 女性についてはどうでしょうか。（１つだけ○） 

１ 家事・育児・介護はしないで、仕事に専念する 

２ 家事・育児・介護もするが、あくまでも仕事を優先する 

３ 家事・育児・介護も仕事も同じくらいする 

４ 仕事もするが、あくまでも家事・育児・介護を優先する  

５ 仕事はしないで、家事・育児・介護に専念する 

６ その他（                    ） 

 

 

Ｑ22 もしもご自分の時間の過ごし方を変えることができるとしたら、以下の項目に費やす時間を増やし

たいですか、減らしたいですか、それとも今のままでよいですか。（それぞれ１つだけ○） 

増
や
し
た
い 

増
や
し
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

今
の
ま
ま
で
よ
い 

減
ら
し
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

減
ら
し
た
い 

 

(1) 家庭生活に費やす時間 ························ → １ ··· ２ ···· ３ ··· ４ ··· ５ 

(2) ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱや町内会活動など社会活動に参加する時間 → １ ··· ２ ···· ３ ··· ４ ··· ５ 

(3) 趣味やﾚｼﾞｬｰなどの自由時間活動に費やす時間 ··· → １ ··· ２ ···· ３ ··· ４ ··· ５ 

(4) 自己啓発のための学習活動に費やす時間 ········ → １ ··· ２ ···· ３ ··· ４ ··· ５ 

(5) 仕事の時間（会社勤め・パート・自営の仕事 

   などで、家事労働は含まない） ················ → １  ·· ２ ··· ３  ··· ４ ··· ５ 
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Ｑ23 あなたは、会社の業績不振による人員整理や解雇について、どうあるべきだとお考えですか。 

(1)から(5)のそれぞれについてお考えに近いものを選んでください。（それぞれ１つだけ○） 

そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

(1) 勤続年数が短い人から職を失うべきである ············ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 職業能力の低い人から職を失うべきである ············ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 若年者から職を失うべきである ······················ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(4) 高齢者から職を失うべきである ······················ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(5) 担当業務が不要になった人から職を失うべきである ···· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

 

Ｑ24 あなたは失業についてどのようなイメージを持っていますか。(1)から(4)のそれぞれについて 

お考えに近いものを選んでください。（それぞれ１つだけ○） 

そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

(1) 生活が経済的に困難になる ·························· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 社会とのつながりを失う ···························· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 生きていく値打ちを失う ···························· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(4) 人生をやり直すきっかけになる ······················ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

 

Ｑ25 失業に関する(1)から(3)のことがらについて、あなたのお考えはどれに近いでしょうか。それぞれ

についてお考えに近いものを選んでください。（それぞれ１つだけ○） 

そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(1) 近い将来（１年以内）失業の不安がある ············· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(2) 失業を避けるためには、賃金が下がってもかまわない → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(3) 賃金ややりがいに不満があるなら、失業してもやむ 

  を得ない ········································ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 
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Ｑ26 仮にあなたが失業した場合、どのような対応をすると思いますか。(1)から(4)のそれぞれについて

あなたのお考えに近いものを選んでください。（それぞれ１つだけ○） 

そ
う
す
る 

そ
う
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
し
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
し
な
い 

(1) できるだけ早く仕事を見つけたい ······················ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 賃金にこだわりたい ·································· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 仕事内容にこだわりたい ······························ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(4) 訓練や資格の取得によって今までとは違う仕事につきたい → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

 

 

Ｑ27-1 ここにあげるような失業支援について、あなたが重要だと思うものを３つまであげてください。

（３つまで○） 

Ｑ27-2 そのうち、最も重要なものは何ですか。（１つだけ○） 

(1) (2) 

重
要
だ
と
思
う
も
の 

だ
と
思
う
も
の 

そ
の
う
ち
最
も
重
要 

 ↓ ↓ 

企業の雇用維持の支援 ································ １ ······· １ 

新規雇用機会の創出の支援 ···························· ２ ······· ２ 

再就職の支援（職業紹介、情報提供） ·················· ３ ······· ３ 

適職や職業能力についての相談（カウンセリング） ······ ４ ······· ４ 

就職困難者（長期失業者、高齢者等）に対する支援 ······ ５ ······· ５ 

職業訓練 ············································ ６ ······· ６ 

失業時の生活保障 ···································· ７ ······· ７ 

    

 

Ｑ28 これからの日本が目指すべき社会のあり方として、あなたのお考えはこの中のうちどちらに近い 

でしょうか。（１つだけ○） 

 

１ 貧富の差の少ない平等社会 

２ 意欲や能力に応じ自由に競争できる社会  

３ どちらともいえない 
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Ｑ29 過去 1 ヵ月の間に、下記の（1）から（6）のようなことが、どれくらいの頻度でありましたか。 

                           （それぞれ１つだけ○） 

全
く
な
か
っ
た 

少
し
だ
け
あ
っ
た 

と
き
ど
き
あ
っ
た 

た
い
て
い
そ
う
だ
っ
た 

い
つ
も
そ
う
だ
っ
た 

(1) 神経過敏に感じた ···································· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５  

(2) 絶望的だと思った ···································· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５  

(3) そわそわしたり、落ち着きなく感じた ·················· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(4) 気分が沈み込んで、何が起こっても気分が晴れない                   

  ように感じた ········································ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(5) 何をするのも骨折りだと感じた ························ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

(6) 自分は価値のない人間だと感じた ······················ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ ··· ５ 

 

 

Ｑ30 女性の職場進出、経営トップ・管理職への昇進、男性の育児休業取得についてうかがいます。 

（1）から(9)のそれぞれについてお考えに近いものを選んでください。（それぞれ１つだけ○） 

抵
抗
を
感
じ
る 

非
常
に 

抵
抗
を
感
じ
る 

や
や 

抵
抗
を
感
じ
な
い 

あ
ま
り 

抵
抗
を
感
じ
な
い 

 

(1) 女性の職場進出がもっと進むこと ················ → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 女性が会社の社長になること ···················· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 女性の管理職がもっと増えること ················ → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(4) 女性の上司が男性の部下を使うこと ·············· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(5) 大事な商談の担当者（契約相手）が女性であること → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(6) 夫よりも妻のほうが地位の高い仕事に就くこと ···· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(7) 夫よりも妻のほうが収入の高い仕事に就くこと ···· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(8) 乳幼児を他人にあずけて母親が働きにでること ···· → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 

(9) 男性が育児休業を取ること ······················ → １ ···· ２ ··· ３ ··· ４ 
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Ｑ31 外国人と職場で働くことや交流についてうかがいます。仮に(1)から(7)があったと想像して、それ

ぞれについてあなたのお考えに近いものを選んでください。（それぞれ１つだけ○） 

抵
抗
を
感
じ
る 

非
常
に 

抵
抗
を
感
じ
る 

や
や 

抵
抗
を
感
じ
な
い 

あ
ま
り 

抵
抗
を
感
じ
な
い 

(1) 職場で外国人の同僚と一緒に働くこと ··············· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(2) 外国人が会社の社長になること･････････････ ········ → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(3) 外国人が日本人よりも良い仕事に就くこと･･ ········· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(4) 外国人の店員から接客サービスを受けること･･ ······· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(5) 介護サービスの担い手が外国人であること･･ ········· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(6) 自分の隣近所に外国人の住人が増えること ··········· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

(7) 自分の子供や兄弟姉妹が外国人と結婚すること ······· → １ ··· ２ ··· ３ ··· ４ 

 

Ｑ32 あなたには、(1)から(6)のような経験がありますか。それぞれについてお答えください。 

                                 （それぞれ１つだけ○） 

あ
る 

な
い 

   

(1) 職場の直属の上司が外国人だったことがある ······· → １ ··· ２  

(2) 職場で外国人の同僚と働いたことがある ··········· → １ ··· ２  

(3) 職場の直属の上司が女性だったことがある ········· → １ ··· ２  

(4) 職場で女性が直属の部下だったことがある ········· → １ ··· ２  

(5) 育児休業を取ったことがある ····················· → １ ··· ２  

(6) 介護休業を取ったことがある ····················· → １ ··· ２  

 

Ｑ33 仕事を複数持つ副業・兼業を行なうことについて、関心がありますか。（１つだけ○） 

 

 １ ２ ３ ４ ５  

関心がある  どちらかといえば  どちらかといえば    関心がない   どちらとも 
        関心がある     関心がない              いえない 

 

Ｑ34 副業・兼業を行なうことについて、どのように思いますか。（１つだけ○） 

 

 １ ２ ３ ４ ５  

行いたい  どちらかといえば  どちらかといえば    行いたくない  どちらとも 
        行いたい     行いたくない              いえない 
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Ｑ35 副業・兼業が、自分自身だけでなく、本業に活かされて勤め先にも利益がもたらされるという考え

方について、あなたはどのように思いますか。（１つだけ○） 

 

 １ ２ ３ ４ ５  

そう思う  どちらかといえば  どちらかといえば    そう思わない  どちらとも 
        そう思う     そう思わない              いえない 

 

Ｑ36 新型コロナウイルス感染症の世界規模の流行拡大による影響で、感染症が収束した後の社会では、

働き方など、労働・仕事をめぐる環境や仕組みが大きく変わるのではないかとも言われています。

あなたは、このような考え方についてどのように思いますか。（１つだけ○） 
 

 １ ２ ３ ４ ５  

そう思う  どちらかといえば  どちらかといえば    そう思わない  わからない 
        そう思う     そう思わない               

 

Ｑ37 新型コロナウイルス感染症の流行が収束した後の社会について、希望と不安のどちらをより大きく

感じますか。（１つだけ○） 
 

 １ ２ ３ ４ ５  

不安が大きい   希望よりも     不安よりも     希望が大きい  わからない 
        不安が大きい    希望が大きい               

 

Ｑ38 新型コロナウイルス感染症流行の影響で、対面での会話やコミュニケーションの機会が減っている

と言われています。このような状況について、あなた自身はどのように感じていますか。 

                                     （１つだけ○） 

 

 １ ２ ３ ４ ５ ６  

つらい  どちらかと   どちらとも   どちらかと   快適    会話・コミュニ 
      いえばつらい   いえない   いえば快適         ケーションは 
                                    減っていない                                        

 

Ｑ39 新型コロナウイルス感染症の流行拡大による仕事・職業生活面への影響について、下記の選択肢 
から、あてはまるものすべてに○をつけてください。（いくつでも○） 

 
１ 影響はほとんどない 10 解雇・雇い止め 

２ 在宅勤務・時差出勤等のコロナ対応 11 自己都合退職（早期希望退職含む） 

３ 収入の減少 12 倒産・廃業・閉鎖 

４ 収入の増加 13 受注・顧客の減少・喪失 

５ 勤務・営業時間の減少 14 求職活動が困難になった 

６ 勤務・営業時間の増加 15 求職する意欲を失った 

７ 休業 16 無職で、今後も働くつもりはない 

８ 出向・配置転換 17 その他 

９ 雇用・就業形態の変更 （ ） 
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（ Ｆ１(1)～(6)は５ページのＱ１０で「1 有職」とお答えの方にお聞きします。 

「2 無職」とお答えの方は、１６ページのＦ２へお進みください。） 

 

Ｆ１(1) あなたのお仕事についておたずねします。あなたの従業上の地位は、この中のどれにあたり 

ますか。（１つだけ○） 

１ 経営者、役員 

２ 正規従業員 

３ 非正規従業員（パートタイマー、アルバイト、臨時雇用者、契約社員・嘱託） 

４ 派遣社員 

５ 自営業  

６ 家族従業者 

７ 自由業 

８ フリーランス・個人業務請負 

９ 内 職 

10 その他（               ） 

 

 

(2) 会社全体で働いている人は、何人くらいですか。パート、家族従業員も含めてお答えください。

公務員の方は従業員数に関わりなく「公務」とお答えください。（１つだけ○） 

１ １～４人 ６ 100～299 人 

２ ５～９人 ７ 300～999 人 

３ 10～29 人 ８ 1,000 人以上  

４ 30～49 人 ９ 公 務 

５ 50～99 人  

 

(3) あなたの現在の仕事の内容は、この中のどれにあたりますか。（１つだけ○） 

１ 専門・技術職 ６ 保守的職業 

２ 管理職 ７ 運輸・通信的職業 

３ 事務職 ８ 技能工・労務職  

４ 営業・販売職 ９ その他（     ） 

５ サービス職  

 

(4) 何か役職についていますか。（１つだけ○） 

１ 役職なし ６ その他（        ） 

２ 監督、主任  

３ 係 長  

４ 課 長 

５ 部 長 

 

 

(5) あなたは平均して週にどのくらい働いていますか。残業時間も含めてお答えください。 

（□に数字を記入）  

 

週労働時間       時間      

  

(6) あなたは現在の勤め先に入られて何年ですか。（□に数字を記入） 

 

            年    （→Ｆ１(６)回答の後、１６ページのＦ３へ） 
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（ Ｆ２(1)～(3)は５ページのＱ１０で「2 無職」とお答えの方にお聞きします。） 

Ｆ２(1) あなたは現在収入の伴う仕事をしたいと思っていますか。（１つだけ○） 

１ 仕事をしたいと思っている ２ 思っていない  

 

(2) あなたは現在仕事に就くために具体的に何かをしていますか。（１つだけ○） 

１ している ２ していない  

 

(3) あなたは仕事が見つかればすぐに仕事に就けますか。（１つだけ○） 

１ 就ける ２ 就けない  

 

（全員の方にお聞きします。） 

Ｆ３ あなたはこれまでに勤め先を何回変わりましたか。最初の勤め先を辞め、その後１度も勤めて 

いない場合は「１回」とお答えください。出向については転職に数えないでください。 

自営業への転身や商売換えは転職に加えてください。（□に数字を記入） 

 

       転職回数      回  

 
 

Ｆ４ あなたが最後に行かれた、または現在行かれている学校は、この中のどれにあたりますか。 

中退も卒業としてお答えください。（１つだけ○） 

１ 旧制尋常小学校 ８ 新制中学校 

２ 旧制高等小学校 ９ 新制高校 

３ 旧制中学校・高等女学校 10 新制専門学校（高校卒業後入学） 

４ 実業学校 11 新制短大・高専  

５ 師範学校 12 新制大学  

６ 旧制高校・専門学校、高等師範学校 13 新制大学院 

７ 旧制大学  

 

Ｆ５ あなたには現在、配偶者（「事実婚」を含む）がいますか。（１つだけ○） 

 １ ２  

配偶者あり          配偶者なし  

 

 

（ Ｆ５ＳＱ１～ＳＱ３はＦ５で「1 配偶者あり」とお答えの方にお聞きします。） 

ＳＱ１ 配偶者の方は仕事をしていますか。内職、パート、アルバイトなども職業に含めてください。 
（１つだけ○） 

 １ ２  

 仕事をしている 仕事はしていない 

 

 

 

ＳＱ２ 配偶者の方の従業上の地位は、この中のどれにあたりますか。（１つだけ○） 

１ 経営者、役員 ５ 自営業 

２ 正規従業員 ６ 家族従業員 

３ 非正規従業員 ７ 自由業（フリーランス、個人業務請負含む） 

（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰ、ｱﾙﾊﾞｲﾄ、臨時 ８ 内 職 

雇用者、契約社員・嘱託） ９ その他（        ） 

４ 派遣社員 

（１７ページのＦ６へ ） 

（１７ページのＦ６へ ） 

 （ ＳＱ２、ＳＱ３へ ） 
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ＳＱ３ 配偶者の方の仕事の内容はこの中のどれにあたりますか。（１つだけ○） 

１ 専門・技術職 ６ 保守的職業 

２ 管理職 ７ 運輸・通信的職業 

３ 事務職 ８ 技能工・労務職  

４ 営業・販売職 ９ その他（        ） 

５ サービス職  

 

（全員の方にお聞きします。） 

Ｆ６ 同じ敷地内に同居しているご家族の方はあなたを含めて何人ですか。（□に数字を記入） 

 

人  
 

 

Ｆ７ あなたのご家族はこの中のどれにあたりますか。（１つだけ○） 

１ 単身（一人暮らし） ５ 三世代、四世代同居 

２ 夫婦のみ   （親や祖父母、息子、孫などと同居）  

３ 夫婦と未婚の子ども ６ その他（          ） 

４ 夫婦と親  

 

Ｆ８ あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。（１つだけ○） 

１ い る      ２ いない →  

 

一番年下のお子さんの年齢を教えてください。 

（□に数字を記入）         歳  

 

Ｆ９ あなたの同居のご家族に、介護を必要としている方はいらっしゃいますか。（１つだけ○） 

１ い る           ２ いない 

 

Ｆ10 過去１年間のあなた個人の収入は税込でこの中のどれに近いでしょうか。臨時収入、副収入も含めて

お答えください。（１つだけ○） 

（2,300 万円以上の場合は、具体的な金額をお答えください （□に数字を記入）） 

１ な し 11 900 万円位  （850～1,000 万円未満） 

２ 70 万円未満 12 1,100 万円位（1,000～1,200 万円未満） 

３ 100 万円位（70～150 万円未満） 13 1,300 万円位（1,200～1,400 万円未満） 

４ 200 万円位（150～250 万円未満） 14 1,500 万円位（1,400～1,600 万円未満）  

５ 300 万円位（250～350 万円未満） 15 1,700 万円位（1,600～1,850 万円未満）  

６ 400 万円位（350～450 万円未満） 16 2,000 万円位（1,850～2,300 万円未満） 

７ 500 万円位（450～550 万円未満） 

８ 600 万円位（550～650 万円未満） 17 2,300 万円以上→         万円 

９ 700 万円位（650～750 万円未満） 

10 800 万円位（750～850 万円未満）  

  

 千 百 十 一 

 

（ Ｆ９へ ） 
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（ 16 ページのＦ５で「1 配偶者あり」とお答えの方にお聞きします。） 

Ｆ11 それでは過去１年間のあなたの配偶者の収入は税込でこの中のどれに近いでしょうか。臨時収入、 

副収入も含めてお答えください。（１つだけ○） 

（2,300 万円以上の場合は、具体的な金額をお答えください （□に数字を記入）） 

１ な し 11 900 万円位  （850～1,000 万円未満） 

２ 70 万円未満 12 1,100 万円位（1,000～1,200 万円未満） 

３ 100 万円位（70～150 万円未満） 13 1,300 万円位（1,200～1,400 万円未満） 

４ 200 万円位（150～250 万円未満） 14 1,500 万円位（1,400～1,600 万円未満）  

５ 300 万円位（250～350 万円未満） 15 1,700 万円位（1,600～1,850 万円未満）  

６ 400 万円位（350～450 万円未満） 16 2,000 万円位（1,850～2,300 万円未満） 

７ 500 万円位（450～550 万円未満） 

８ 600 万円位（550～650 万円未満） 17 2,300 万円以上→         万円 

９ 700 万円位（650～750 万円未満） 

10 800 万円位（750～850 万円未満）  

 

（全員の方にお聞きします。） 

Ｆ12 過去１年間のお宅（生計をともにしている家族）の収入は税込でこの中のどれに近い 

でしょうか。（１つだけ○） 

（2,300 万円以上の場合は、具体的な金額をお答えください （□に数字を記入）） 

１ な し 11 900 万円位  （850～1,000 万円未満） 

２ 70 万円未満 12 1,100 万円位（1,000～1,200 万円未満） 

３ 100 万円位（70～150 万円未満） 13 1,300 万円位（1,200～1,400 万円未満） 

４ 200 万円位（150～250 万円未満） 14 1,500 万円位（1,400～1,600 万円未満）  

５ 300 万円位（250～350 万円未満） 15 1,700 万円位（1,600～1,850 万円未満）  

６ 400 万円位（350～450 万円未満） 16 2,000 万円位（1,850～2,300 万円未満） 

７ 500 万円位（450～550 万円未満） 

８ 600 万円位（550～650 万円未満） 17 2,300 万円以上→         万円 

９ 700 万円位（650～750 万円未満） 

10 800 万円位（750～850 万円未満）  

 

 

 

 

■長時間にわたって、ご協力ありがとうございました。 

 千 百 十 一 

  

 千 百 十 一 
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